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【会長の時間】 山田 利明
皆さん、こんにちは。実は５

回目の会長になります。会員が
少ないので、どうしても少人数
でまわしている状態です。
クラブは１９８７年、３７年

前に秩父ロータリークラブの小
クラブとして誕生しました。そ
の時の初代会長が山口仁平さん
です。それから３７年経ちまし
て、山口さんは名誉会員としてクラブに残って
おります。そういう状況ですが、現在は７名で
す。今年新会員に入会して頂きました。人数は
少ないですが、希望を持ってやろうと頑張って
おります。。
会員数については最大で私が入会した３０年

くらい前は４０人近くの会員がいましたが、ど
んどん減って、私が初代会長をやった２０年く
らい前は会員数を２０名にしてハワイへ行こう
と頑張りましたが、達成する事が出来ませんで
した。
今年は７人で何とかやっていきたいと思いま

すが、クラブのテーマは「地域の夢を語り、希
望を持とう」です。ＲＩ会長テーマは「世界に
希望を生み出そう」で、地区スローガンが「希
望を語ろう」です。ＲＩのテーマに沿って皆野
・長瀞ロータリークラブもやっていきましょう
という事です。
どんな所に目を付けようかという事で身近な

地域の夢をたくさん語ってみよう。夢を語りた
くさんの希望を持とうという事で、変化を畏れ
ず希望に向かい行動しようという事です。身近
な所で長瀞は観光地です。なかなか観光の人が
ロータリーに入会してくれない。そういう人達
にも何とか入会してもらおうという事で、地域
を見直して、健康的なハイキングコースとかお
金を掛けずに地図上に作って宣伝しようと思っ
ております。
ロータリーの夢の希望として、例会で「ほら

吹き」と言われるくらい夢と希望を今年は持と
うと。破れかぶれで会員を５０人以上にしよう
とか夢を持ちました。どうなるか分かりません
が。後は今後はパソコンなどを活かしズーム例
会を取り入れても良いのかなと思っております。
地域の夢と希望としては、私の趣味は山登り

です。今年は富士山にロータリーで登りました
が、都合で行けませんでしたが。若い頃はロッ

ククライミングをやっていまして、かなり危険
な事もやり、谷川岳、北アルプス、北岳などの
岩場を登っていました。最近はハイキングにな
りましたが、北アルプスのハイキングなどもや
っており、特に岩のある山が好きなので、岩山
に行っておりました。
そんな事で地域の健康的なハイキングという

事で、長瀞の川沿いに観光的なハイキングコー
スをつくれば良いかなと思いまして、皆野、長
瀞地内の散歩コース、山はロングハイキングと
いう事で考えております。私も２、３年前から
地域の山を歩いて、上峰、破風、美の山とかあ
りますので、９日間掛けて歩いてまわりました。
地域を見直して希望を持とうという事が今年

のテーマになります。このような形でやってい
きたいと思いますが、会員数が少ないので何と
か会員を増やす事を考えております。

ＲＩ第２５７０地区
地区幹事 田島 高久様

髙丹ガバナーの今年度の目標
としてマイロータリーを７０％
にしましょうという事です。秩
父ロータリーは４０いくつだっ
たと思います。皆野・長瀞さん
はもう少し低く、深谷は３３に
届いていません。これについて

は６月末と現時点で数字は変わっていません。
ここはクラブの会長さんが中心になってやって
頂かないとと前に進みません。内容については
ガバナーからお話がありますが、まずは登録す
るというところから始まりますので、スマホの
メールが登録してあれば、マイロータリーに登
録する条件は揃ってますので、登録の仕方を教
えてもらえば、簡単に出来ますので、勇気を持
ってやって頂ければと思います。次に月信のお
話が出ましたが、ラインの公式アカウントがあ
ります。簡単に登録出来ます。地区協議会で配
布した資料にＱＲコードがありますので、スキ
ャンするとカメラが反応するので、一回押すと
地区のページが出ますので、もう１回友達とい
う事で押すと友達になります。ラインの友達で
何が良いかと言うと、地区で発信する事が入っ
てきますので、そこから地区のホームページに
入りますので、いろいろな所が見られるように
なります。スマホについては少しずつ付き合っ
ていくと、新しい世界が広がると思いますので、
一歩踏み出して頂きたいと思います。



深谷ロータリークラブ
会長 寺田 恭典様

私は２年前に髙丹ガバナーが
補佐の時に同行者で参りまし
た。その時に受けた印象は深谷
クラブと似ているのかなと思い
ました。やはり歴史の長い伝統
のあるクラブかなという感じを
受けました。今日も皆様方、整

然と例会に出席して頂いているなと実感致しま
した。 今年度、地区の方針があると思います
が、地区の活性化、クラブの活性化がメインの
テーマだと思いますが、深谷クラブもどちらか
と言うと歴史はあるのですが、なかなか活性化
していないという事があります。髙丹ガバナー
を輩出したという事で、みんなで視野を広げよ
うという事で、今日も３名同行させて頂いてお
ります。３分の２位同行が終わりまして、私も
今日で７回目になります。いろいろ皆さん方の
クラブを訪問させて頂き、どういう感じなのか
なと興味を持ってやっております。
クラブの会員５８名おりますが、ほとんどの

会員が最低１回は地区の５０クラブを訪問する
という事で動かせて頂いております。今日も参
考にさせて頂きたいと思います。

【幹事報告】 髙田 富康
本日は髙丹ガバナーを迎えて

の活況な例会が出来て大変うれ
しく思っています。また秩父ク
ラブの皆様には日頃から大変お
世話になっている事に感謝して
おります。
特に私の方からの幹事報告は

ありません。

ＲＩ第２５７０地区
ガバナー 髙丹 秀篤様

今日はいろいろご準備を頂き
まして、ありがとうございます。
また日頃より秩父クラブのメン
バーの原島さんや髙畑さんと太
田さんにはいつも地区でお世話
になっております。次年度はも
っと多くの人を地区に派遣して

頂きたいと思います。
深谷から来た地区幹事と深谷ＲＣの会長にも

ご配慮頂き、ありがとうございます。もう一人
渡邊さんに来て頂いております。渡邊さんは深
谷の駅の南側にあります瀧宮神社の宮司さんで
す。
秩父と言いますと、何か親しみを覚えるのが

私の昔からの感覚です。秩父の山々も好きです
し、私も山が好きで南アルプスの山を毎年夏に
縦走しておりました。１０日くらい掛けて縦走
していました。南アルプスの山々は一つ一つが
非常に大きいです。皆野の会長さんとは反対で

岩場は怖いです。落ちたら終わりですから。私
は大きな山が好きです。北アルプスへ行くと、
槍ヶ岳だとか山田さんが大好きな岩場がたくさ
んありますが、南にも一番北に面している北岳
がありまして、そこが富士山の次に高い日本の
山です。一見なだらかに見えますが、歩いてみ
ると味があると言うか大変な山です。その山を
月信の最初のページを７月、８月、９月、１０
月と飾らせて頂いております。南アルプスと言
いますと、神の鳥と言われています雷鳥が生息
しておりまして、私が行くといつも登山道のま
わりに寄って来てくれます。
さて、ＲＩ会長のゴードンＲ.マッキナリーさ

んが私が今年１月に３年振りですが、国際協議
会がアメリカのフロリダ州でありました。そこ
に行きました時に感じたのは、非常に国際ロー
タリーは国際ですので国際色豊かです。日本に
は３４地区ありますが、全世界で３５０近い地
区がありまして、その３５０近い地区のガバナ
ーエレクトが一堂に集まって開かれるのが国際
協議会です。そこで初めて次年度の、つまり今
年度のＲＩ会長の方針が発表されるという事に
なります。その時にＲＩ会長が一番大きな声で
なんとも言われたが「継続性」です。継続性と
いうのは、秩父ロータリーの今年度のスローガ
ンでもあります不易流行というのは私も好きな
言葉でして、変えてはならない物は変えてはな
らない。変えなければいけないものは変えなけ
ればいけないというのが不易流行の意味だと理
解しておりますが、ＲＩ会長のゴードンＲ.マッ
キナリーさんも継続をしつつも毎年変化を先取
りして、時には変化だけではなく脱皮もしてい
かないといけない。そうでないと、一つの大き
な組織は保てないと盛んに言われてました。つ
まり、ＤＥＩと私達が声を大にして言っている
コンセプトですが、多様性、公平性、インクル
ージョンは開放性とか訳されてますが、たとえ
ば秩父ロータリークラブでありましたら今日も
３年から５年未満の方達とお話させて頂きまし
たが、たくさんの新会員がおられるという事は
雰囲気が良いです。そういう中で、この６０年
の歳月を先人達が築いてきたクラブですから、
その中で変化とこれからどういうふうに秩父ロ
ータリークラブをどういうふうなクラブにして
いこうかという事を皆さんで協議して、私は希
望を語ろうと。ロータリーを語ろうという事を
私のスローガンに致しました。なぜなら私達は
同じロータリアンですから、We are Rotaryでは
ないですか。ロータリーと言えば、一緒にやれ
ば何か良いものが出て来るのではないか。それ
でこれからの希望を語って、ロータリーを語っ
て、そして一人一人がロータリーを感じて、ロ
ータリーを楽しもうではないかというのが、私
のコンセプトです。
クラブについても同じように継続性は重要だ

と思います。つまり不易流行です。このクラブ
に具体的に変えてはいけない事、変わらなけれ
ばいけない事、それをメリハリをつけてやって
いったらどうかなと思います。
まず会員が積極的に参加するにはどうしたら

良いかを常に会長さん、リーダーの方に考えて
頂きたいと思います。やはり何の組織もそうで



す。トップの考え方が組織を動かしていきます。
そういう意味からしても、ロータリーも会員の
皆さんがどういうふうに参加して頂けるか。あ
るいは喜んで、楽しく参加して頂けるかを常に
考えるのがクラブリーダーの皆さんの役目だと
思います。同じく地区においても私の任務です。
その上で「入りて学び 出でて奉仕せよ」とい
う言葉はロータリーの有名な言葉ですが、まさ
に学ぶ場を地区は皆さんに提供したい。あくま
でも地区の活動はクラブを支援する事が先決で
す。クラブを支援する事に地区の役割があるわ
けですから、学ぶ場を出来るだけ皆さんがクラ
ブとしてオープンに学べる場を提供するのが地
区の役割です。
特に新会員の方々の研修、あるいは学びをど

うサポートするかです。研修ですとか、ロータ
リーは米山梅吉さんがよく言われていた事です
が、ロータリーは「人間の学ぶ道場」だという
事。そういう事がロータリーに価値としてある
のではないかと思っています。
先ほど田島地区幹事が言っておりましたマイ

ロータリーへの登録７０％。なぜマイロータリ
ーの登録して欲しいかと言いますと、マイロー
タリーの中にロータリーの情報が詰まっていま
す。ロータリーがどれだけお金を掛けて、この
システムを作ったかという事です。ここにロー
タリーの一番の背骨があります。背骨と言うの
は、一人一人の会員がいつでも学べるようなプ
ラットホームを作ったのがマイロータリーとい
う仕組みです。これを利用しないと、会員とし
て損な事です。マイロータリーに登録出来ない
という人も多いと思いますが、優しく事務局の
方も含めてお手伝い願いたいと思います。
それからクラブ会長は自分のカラーを出して

自らのストーリーを皆さんにお話する。テリン
グという事をやって欲しいと。あの会長の話が
あるから私は例会に出たいというふうに思って
頂けるような例会が理想的です。やはり会長が
クラブを引っ張っていくわけですから、自分自
身もそういう環境にいれば、緊張感があって考
えるので、自分自身の成長出来ると思いますの
で、まだ会長をやられていない方は手を挙げて、
イエスまたはやりますという言葉を用意して、
会長職をやって頂いた方が自分自身にとって良
い事ではないかなと自分の経験から思います。
地区機能を活用して欲しいという事でＤＥＩ

のコンセプトを一人でも多く理解して欲しいと
いう事でＤＥＩ推進チームを作りました。ＤＥ
Ｉは、クラブとして分からないという事であれ
ば、地区に推進チームがありますので、お声か
けを頂いたら、どういうＤＥＩのコンセプトを
皆さんに広めて頂けるかご紹介します。また地
区ＤＸ推進コミティは、地区の事務費が非常に
かさんでいました。そこで月信を７月と最後の
月信のみを皆さんにお届けするという事があり
ましたが、これをラインの登録によって、１０
月１日には１０月号の月信が皆さんのスマホに
入ってきます。そういう形で常に地区情報がス
マホを通して送られるような仕組みを地区幹事
に考えて頂いてます。これによって事務費が
５００万くらい節約出来ます。ぜひご理解を頂
いて、ラインで友達登録をして頂きたいと思い

ます。簡単ですので、ご協力頂きたいと思いま
す。どうしても印刷で見たいという方は、事務
局の方には申し訳ないのですが、印刷をして頂
けたらと思います。
この２５７０地区、蘇れという刺激的なプロ

ジェクトを興しています。蘇らないと２５７０
地区は衰退していくという状況が続きました。
そこでお２５７０地区、蘇ろうよという事で特
別プロジェクトを組んで、富士山登山ですとか
新会員を集めたワークショップをして、その後
皆さんで寄居の花火大会に行きました。私も参
加しましたが、皆さんと一緒にお酒を飲みなが
らお話をしました。そういう事を新しい会員は
望んでいます。どうやったら自分は近づけるか、
あるいは踏み込めるかというような事を積極的
に考えて頂いてますから、その交流時に勉強し
ていくという事を考えております。
ゴードンＲ.マッキナリーさんは、スコットラ

ンドの首都エジンバラで歯科医をやられていま
す。非常に優しいジェントルマンです。彼が言
っているのは、継続という話と前々の先輩のＲ
Ｉ会長から引き続いている、この前がジェニフ
ァージョーンズですが、彼女も強く言っていま
した世界でいろんな事があるいは世界の紛争が
起きた時に、まずもって悲しい目をしているの
は小さな女の子が多いんです。そういう女の子
を助けなくてはいけない。将来的に立派な女性
に育つような環境を我々は少しでも提供してい
きたいと盛んに言っておられます。そういう意
味で国際ロータリーは世界のあちこちで紛争が
続いているので、彼は Create Hope 希望を見い
だそうと。世界中に力強く我々に訴えかけてい
ます。つまりヨーロッパは我々と違って、ウク
ライナがあります。私が行った時は１月ですか
らウクライナが大変な時期でした。そういう時
期にウクライナの人達も助けなくてはいけない
と力強く言われてましたし、我々もそれに呼応
してウクライナ支援をやってきたわけですが、
とにかくスコットランドのあの辺りにいれば、
日本の場所は非常に平穏です。世界の中では。
そういう平穏な所にいる我々も国際ロータリー
の一員として、そういう事も考えていかなけれ
ばいけないのではないかと私は国際協議会に出
て感じました。
ゴードンＲ.マッキナリーさんが７月の新年度

を迎えるにあたってメッセージを送ってきてい
ます。内容は「平素より大変お世話になってい
ます。ロータリーは新しい深刻な課題に直面す
る中でも会員と世界の人々への思いやりを示し、
末永い平和を築くために尽力しています。また
会員の帰属意識を高め、あらゆる面でインクル
ージョンを促進しています。私がロータリーの
皆様に「世界に希望を生みだそう」と呼びかけ
ているのはこのためです」
最後に秩父ロータリークラブと皆野・長瀞ロ

ータリークラブの皆さんにお願いしたい事があ
ります。それはこのような立派な例会を持って
頂けるクラブがぜひ３年後、５年後に戦略性を
持って、この地区のガバナーを選出するような
クラブになって頂きたいと思います。深谷クラ
ブも３年前に戦略計画委員会を設けまして、深
谷から２０年間、ガバナーが出ていないのでガ



バナーを出そうというような若手の声があが
り、それがクラブの活性化に繋がるのではな
いかという事で決議されて、私が推薦を受け
ました。その時から５名くらい会員が増えま
した。女性も１４名になりました。ですから
そういう意味でその事がクラブの活性化につ
ながっていく事だと思います。そういうふう
な事が十分実力として持たれているのが秩父
ロータリークラブ、皆野・長瀞ロータリーク
ラブの皆さんだと思いますので、ぜひ３年後
あるいは５年後どういうふうなクラブに自分
たちはなりたいんだと皆さんにご検討頂いて、
そういう事をぜひ真剣に討議を頂いたらどう
かなと思います。
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7 0 4 0 57.1%


